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米粉の利用拡大のための推奨ロゴマークの付与及び使用要領 

 

日本米粉協会 

 

１．目的 

 本要領は、米粉の用途別基準（平成 29 年３月 29 日農林水産省公表。

以下「用途別基準」といいます。）に適合する米粉製品をはじめとした高

品質な米粉製品により日本産米粉の利用拡大を図るため、日本米粉協会

による当該米粉製品に対する推奨ロゴマークの付与及びその使用に当た

っての必要な事項について定めるものです。  

 

２．推奨ロゴマークの規格及び使用範囲等 

（１）推奨ロゴマークのロゴ、デザイン及び規格は別紙のとおりとしま

す。 

 

（２）推奨ロゴマークは、協会から推奨ロゴマークを付与された次のア

～ウの米粉製品（加工品含む）の製造業者（以下「推奨ロゴマーク

取得者」といいます。）の責任において、当該米粉製品に関し使用す

ることができます。 

  ア 協会が用途別基準に適合することを確認した米粉製品  

  イ 協会が的確な用途・使用法情報の表示をしていると認めた米粉  

製品 

  ウ 協会から推奨ロゴマークを付与された米粉を使用して製造され  

た米粉製品 

 

（３）推奨ロゴマークは、（２）のア～ウの米粉製品のほか、推奨ロゴマ 

ーク取得者のホームページ、プレスリリース、広告、対外的に発信  

する文書・電子メール及び推奨ロゴマーク取得者の所属する社員の

名刺等に表示することができます。  

 

（４）推奨ロゴマーク取得者は、推奨ロゴマークの適切な管理に努める

ものとします。 

 

（５）日本米粉協会の正会員に限ります。  
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３．推奨ロゴマークを取得する手続 

（１）推奨ロゴマーク付与申請  

  推奨ロゴマークを取得しようとする米粉製品製造業者（以下「推奨

ロゴマーク付与申請者」といいます。）は、協会に対し、様式１号の「推

奨ロゴマーク付与申請書」に次の書類を添付してその付与を申請して

ください。 

 添付書類  

 ① 協会による用途別基準適合確認を得た米粉製品であることを表示  

するため推奨ロゴマークを取得する場合  

 ② 用途別基準には適合していないが、協会が的確な用途・使用法情

報の表示をしていることを確認した米粉製品であることを表示する

ため推奨ロゴマークを取得する場合  

  〈上記①、②共通〉  

  ◆当該米粉製品が用途別基準に適合していることを示す客観的な分  

析データ 

  （注：推奨ロゴマーク付与申請者が販売する米粉製品の研究・開発に携わった者（ただ  

し、国、地方自治体もしくは独立行政法人の試験機関、健康増進法（平成 14 年法律  

第 103 号）第 26 条第３項に規定する登録試験機関又は食品衛生法（昭和 22 年法律  

第 233 号）第４条第９項に規定する登録検査機関は除きます。）、推奨ロゴマーク付与  

申請者が製造する米粉製品を販売又は推奨ロゴマーク付与申請者と同一のグループ  

企業のいずれかによる分析データは客観的ではないと見なします。） 

◆推奨ロゴマークの表示を予定する米粉製品サンプル１つ 

 

（２）推奨ロゴマークの付与及び使用料の納付  

 ア 協会は、（１）の推奨ロゴマーク付与申請について審査し、推奨ロ  

ゴマークの付与が適当であると認めた場合、推奨ロゴマーク付与申  

請者に対し、その旨を文書をもって通知するとともに推奨ロゴマー  

クの電子データ（イラストレータ形式（ai ファイル）及び画像デー  

タ（jpg：ジェイペグ））を送付します。  

 イ アにより推奨ロゴマーク電子データの送付を受けた推奨ロゴマー  

ク取得者は、推奨ロゴマーク使用料として１件あたり年額 12,000 円

（税別）を協会に納付します。  

 

（３）推奨ロゴマークの付与期間  

  推奨ロゴマークの付与期間は、（２）のアの通知文書の発信日から起  

算して２年間とします。  
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４．米粉製品への推奨ロゴマーク表示上の留意 

（１）米粉製品への推奨ロゴマークの表示位置は任意としますが、用途

別基準適合米粉製品に表示する場合にあっては、用途別基準に定め

る用途表記（１番：菓子・料理用、２番：パン用、３番：麺用）に

隣接する箇所に表示するものとします。  

 

（２）協会は、推奨ロゴマーク取得者による米粉製品への推奨ロゴマー

クの適切な表示の実施を確認することとしますので、推奨ロゴマー

ク取得者は、協会に対し、当該表示する米粉製品の上市前にその包

材の映像電子データを提出するとともに、３の（２）のアの通知文

書の発出日から起算して１年を経過する日の前日までに、当該表示

している米粉製品の包材映像電子データに加え、２－（２）－アに

よる取得者にあっては「客観的な分析データ」を付して協会に提出

するようにしてください。また２－（２）－イによる取得者にあっ

ては、当該「米粉製品サンプル」を提出するようにしてください。  

 

５．推奨ロゴマーク付与の一時停止及び取消し 

（１）協会は、協会の費用負担により、流通する推奨ロゴマークを付与

した米粉製品の抜き打ち確認を行う場合があります。  

 

（２）協会は、（１）の抜き打ち検査の結果、協会が推奨する品質の米粉

製品の安定的な生産に問題があると認めた場合には、当該推奨ロゴ

マークの付与を一時停止します。  

 

（３）協会は、（２）により改善指示をした推奨ロゴマーク取得者から提

出された当該米粉製品サンプルを審査します。  

 

（４）協会は、（３）の結果、当該推奨ロゴマーク取得者が推奨ロゴマー

クを付与する者として適当でないと判断した場合は、推奨ロゴマー

ク付与を取り消します。  

 

（５）協会は、推奨ロゴマークの付与を取り消された者について、当該

取消した日（取消通知文書発出日）から起算して６か月以内での再

度の推奨ロゴマーク付与申請は受け付けないこととします。  
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６．推奨ロゴマークの使用範囲細則 

（１）地産・地消、域内流通型の米粉については、基準に適合していな

くても、既に一定の実績があるものについては、１番、２番、３番

という表示ではなく、パン用、菓子用、麺用など具体的な適合商品

名や参考レシピを表示することで使用することができます。  

 

（２）用途別基準及び推奨ロゴマークの付与は１番、２番、３番の各々

の米粉製品について行われます。  

 

（３）１番、２番、３番に合致しない地産・地消、域内流通型の米粉に

ついて、パン用、菓子用、料理用、麺用等として申請された場合に

は、各々の米粉製品について行われます。  

 

（４）使用料は１件あたり年間 12,000 円（税別）とします。  

 

 

附則 

平成 29 年 12 月 20 日  制定 

平成 30 年５月 23 日  一部改正 

令和５年６月 1 6 日  一部改正 

   

 

以上 
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（別紙） 

 

 

 

 


